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　　主　　題（2018 ／ 2019）
国 際 会 長　「より良い明日のために今日を築く」
アジア太平洋地域会長　「アクション！」
西 日 本 区 理 事　「風となれ、ひかりとなれ」
中 部 部 長　「輪を拡げ　明るく楽しく　元気よく　ＹＭＣＡとともに」
名古屋クラブ会長　「クラブライフで平和を感じよう！」

2018 ～ 2019　9 月号　(No869）

在　　籍� 19 名

第 1例会� 15 名

　　メネット� 0 名

ゲスト・ビジター�� 12 名

第 2例会� 9 名

　　メネット� 0 名

　　ゲスト� 0 名

メーキャップ� 0 名

出席率� 84.2%

8 月クラブ出席 B　　　F

切手� 0pt

現金� 0pt

小計� 3102pt

切手� 0pt

現金� 0pt

合計�22318pt

8
　
月

累
計
（
7
〜
8
月
）

小　尾� ◦

川　口� ○

川　本� ◎

河　部� ◎

鬼　頭� ○

木　本� 　

久保田�

塩　田� ○

鈴木（貞）� ○

鈴木（学）�

相　馬� ◎

谷　川� ○

中　村� ○

西　村� ◎

平　野� ◎

広　瀬� ◎

深　谷� ◎

義　井� ○

渡　辺� ◎

8　月　　個　人　出　席

第　2　例　会
と　き︰ 2019 年 9月 17日㈫ 7:00p.m. ～ 8:00p.m.
ところ：名古屋YMCA
プログラム：下半期プログラム　　その他

　今年は、阪神淡路大震災が起きるまでは戦後最大の自然災害

と言われた伊勢湾台風から60年を迎えます。東海地区に住む

者としては特に忘れられない大災害でした。高潮による浸水に

見舞われ、名古屋港に留め置かれていた貯木が、木造家屋を破

壊し、名古屋市南部は壊滅的な状況となりました。死者・行方

不明者が全国で5000人を超えましたが、その大多数は伊勢湾

岸地帯に住む方々であり、特に港区と南区の皆さんでした。

　この被災に対して、キリスト教関係者は教派を超えた組織的

な被災者救援の活動を展開されました。ＹＭＣＡやＹＷＣＡは、

その組織と繋がりつつ、独自の素晴らしい活動を一早く展開し

ました。木本精之助、故鈴木武二は、その中心で活躍された人

たちです。こうした活動が元になって、私が働く名古屋キリス

ト教社会館は誕生しました。

　伊勢湾台風被害は、何といっても水害です。いち早く高い所

に避難する、天井を破り屋根に上って難を逃れた方々を思いま

す。伊勢湾台風を超えるスーパー台風がより発生しやすい状況

と言われます。南海トラフに起因する南海・東南海地震はいつ

起こってもおかしくないと言われて久しいです。そんな自然災

害が起きた時、我が身を守る、それは、日頃の備え、より安全

な場所への避難です。それをかみしめる時としましょう。

災害に学び、災害に備える
　　　　　　あの伊勢湾台風から60年

谷　川　　修

会　　長　深谷　聡

副 会 長　平野　実郎

書 　 記　川本　渡辺　

会　　計　川口　塩田　
ブリテン　平野　久保田　

9 月例会プログラム

と　き：2019年9月10日 (火)7:00p.m.～8:30p.m.

ところ：名古屋YMCA�

� 司　会� 川本　龍資君

開会宣言� 会　長� 深谷　　聡君

ワイズソング� �

聖書朗読・祈祷� � 相馬　静香さん

食事� �

プログラム　　名古屋YMCA

　　　　　　　　　　「夏プログラム」報告会

ハッピーバースディ� �

今月のワイズ用語� � 川本　龍資君

ＹＭＣＡの歌� �

閉会宣言� 会　長� 深谷　　聡君

10月号　原稿担当者
巻頭言　中村　隆君　　9月第一例会レポート　川口　恵さん

第一例会（8/31）　　コメット　2名
�　　　　　　　　　　　ゲスト 12名



(2)

■■■� �第 1 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

と　き：２０１９年８月３１日（土）

ところ；ＬＥＶＥＬ４（新栄）

　８月の第一例会は毎年恒例の納涼例会で、今回は新栄のカ

クテルバーＬＥＶＥＬ４で名古屋南山クラブと合同で開催さ

れた。今月のプログラムは、６月の西日本区大会で奈良傳賞

を受賞された西村清君のお祝い。西村君から感謝の言葉と今

後もＹＭＣＡへの奉仕とワイズダム発展への決意が述べられ

た。続いて中部オリジナルの例会「音楽を楽しむ楽例会」が

メインプログラム。腕と声に覚えのある面々がギター、ベー

ス、ピアノ、パーカッション等を持ち込み、川本君・渡辺君・

深谷会長等の名古屋セブンシスターズのバンド演奏、相馬さ

ん親子と河部君のカンツォーネで盛り上がった例会であっ

た。例会も最高潮に達した時、鬼頭栄子さんの入会式が執り

行われ、宣誓をして鬼頭さんが新たな仲間となった。

　今例会は、小林滋記中部部長の公式訪問も兼ねており楽し

む例会で、多くのゲストを招き音楽のある正に楽しい例会「楽

例会」であった。最後にフレアバーテンディングで締めくく

り最高の例会であった。

アジア太平洋地域大会参加報告

　さる 7月 19日から 21日に仙台で開催された。ワイズメ

ンズクラブのアジア太平洋地域大会に参加しました。テー

マは「Action!　前へ進もう」　東日本大震災から 8年が経

ち　復興・防災・交流の観点から宮城県知事、防災の専門

家、YMCAからの講演・報告があり、特に震災直後から被

災者の支援ボランティアに当たった光永同盟主事、村井仙台

YMCA総主事の報告は　震災直後の大変さやYMCAに連な

る方たちの支援の輪の広がりが切々と感じられて胸に迫るも

のがありました。

　2日目は被災地を回るエクスカーションで　私は４コース

のうちの福島原発周辺を回るコースに参加。帰還困難区域で

は事故直後から時が止まった様な状態　その周辺の除染が進

んでいると言われている地域でもちょっと脇道や森に入ると

未だにポンと放射線量が上がる実態があります。東日本大

震災の被災地を訪れるのは 4回目ですが　原発周辺の復興

は極めて大きな矛盾と困難さをもっていると改めて思いまし

た。

　大会参加者はユースも入れて約８００名　うち海外からは

台湾・東南アジアを中心に約１６０名。　夜の懇親会は仙台

ならではの　さとう宗幸のミニコンサートがあり、ちょっと

年はとったけど生で聞く声のきれいさにびっくり。

　３日目は閉会式の後　飛行機が出る時刻まで皆さんそれぞ

れに市内観光。私は宮城県美術館で遠縁の親戚の絵が一枚展

示されているのを見つけ　２重の意味で仙台に来て良かった

と思いました。� （渡辺真悟）
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日韓ユースセミナーサポート報告

　8月13日から17日。日韓政府間が困難な状況にあるなか、

2名のスタッフ、5名のメンバーが来日されました。

　日本語と韓国語、両国メンバーの中でそれぞれ 2名、相

手の国の言語を話すことが出来る人がいたので、言葉の壁の

緩和に大変役立ちました。両国メンバーがコミュニケーショ

ンを図る上で非常に助かり心強かったです。

　初日の 13日、河辺君のすばらしい企画で歓迎会を開催し

ました。

　日本も韓国も全員が初対面でしたが、すぐに打ち解け合い、

和気あいあいのムードに会場が包まれるのに時間は掛かりま

せんでした。

　翌日から、岡崎の愛知青年の森でキャンプ。

　ホームステイ先には、昨年のユースセミナーで韓国へ行っ

たメンバー、名古屋ワイズの河辺君、義井さんに快く引き受

けて頂きご協力を感謝致します。韓国のメンバーも口々に満

足と感謝の言葉を述べていました。

　韓国を飛行機が離陸した時は、日韓の政情を慮り緊張して

いたのだと、話してくれました。

しかし、来日し交流を重ねるうちに友情を感じ安堵したとも。

　またお会いしましょう！

　明るく柔らかい表情で搭乗ゲートへ向かう姿を笑顔で見送

りながら、この交流が将来に向けた両国の相互理解と友情関

係の一助になったらと思い、平和な気持ちで満たされていま

した。� （深谷　聡）

2017 年～ 2018 年　各担当
■■■� �第 2 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

と　き：2019 年 8月 20日 ( 火 ) 午後７時�～�8 時

ところ：名古屋ＹＭＣＡ５Ｆチャペル

１．９月以降の例会について

　1-1.　�９月１０日（火）：名古屋ＹＭＣＡ「夏プログラム」報

告会

　　・�日韓ユースセミナー、ロサンゼルスキャンプ、学童キャン

プなど、直接的・間接的に関わったプログラムの報告を通

じ、ＹＭＣＡサービス・ユース事業を促進する。夏プログ

ラム総括報告を名古屋ＹＭＣＡスタッフ遠藤（キョメ）さ

んに依頼する。（広瀬連絡主事）

　1-2.　�１０月１０日（火）：「伊勢湾台風６０年」をテーマで卓

話例会とし、防災について考える。

　　・�卓話講師：大同大学准教授、松木孝文様を候補者に予定。

谷川メンにて調整をお願いする。

　1-3.　１１月１２日（火）：卓話例会の予定（卓話者の検討要）

　1-4.　１２月７日（土）：クラブクリスマス例会（特別例会）

　　・�会場：ホテル名古屋ガーデンパレスは予約済み。会場以外

の詳細は未定。

２．中部部会、中部評議会について

　2-1.　�中部部会の参加者は１４名（会費は振込み完了：8/31

に川本が回収します）

　2-2.　�中部評議会出席は、深谷会長+谷川中部Ｙサ・ユース

事業主査

３．名古屋ＹＭＣＡ会員活動行事について

　3-1.　�名古屋ＹＭＣＡ大会（ＹＹＹフォーラム同時開催）：　

９月２８日（土）ルブラ王山 13：00～

　　・�詳細：名古屋ＹＭＣＡよりチラシ配布されます（９月号の

名古屋青年の同封）

　3-2.　�国際協力街頭募金：１０月８日（日）　　　　　　　　

13：00～ 15：00　栄と名古屋駅の２箇所同時開催

　3-3.　�名古屋Ｙ南山幼稚園バザー　10/27（日）南山ＹＭＣＡ

　（谷川実行委員長、川本実行委員）

　　・名古屋クラブは「ラーメン屋さん」奉仕予定

　3-4.　�チャリティーラン　11/2（土）名城公園　（渡辺実行委

員、義井実行委員）

　　・名古屋クラブは「みたらし屋さん」奉仕予定

４．次期における次期中部部長選出の件

　�4-1.�　�2021-2022 年度中部部長に「渡辺真悟メン」の選出を

第二例会で協議の結果、全員一致で内定を決定。（本人

快諾済）8/31 例会にて承認を得、最終決定とする。

５．次期における次期西日本区事業主任選出の件

　5-1.　�2021-2022 年度西日本区理事：新山兼司メンより「深

谷聡メン」を西日本区国際交流主任の推薦があり、第二

例会で協議の結果、全員一致で内定を決定。（本人快諾済）

8/31 例会にて承認を得、最終決定とする。

６．その他

　6-1.　�久保田メンが体調不良の為、ブリテン担当（平野メン）

の負担が大きい。掲載文書の早期提出の依頼あり。（８

月例会レポート：平野、日韓ユースレポート：深谷、ア

ジア大会レポート：渡辺、の担当を決めた。）

（川本龍資）
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『あなたがたはこの世に倣ってはなりません。むしろ、心を新
たにして自分を変えていただき、何が神の御心であるか、何が
善いことで、神に喜ばれ、また完全なことであるかをわきまえ
るようにしなさい。』

ローマの信徒への手紙１２章２節

西　村　　清

　今年の梅雨はいつまでもだらだらと雨が降り、台風がき

て大雨になるから警戒するように警告され、落ち着かない

時を過ごしました。そしていつのまにか梅雨が明けていた

というのが実感です。また梅雨が明けると猛暑続きで、私

たちの体の調整が難しく感じられました。

　そのような中で新年度が７月の例会から始まり、深谷聡

会長が昨年度に続いて会長の重責を担ってくださることに

なりました。その職責を全うできるように祈りたいと思い

ます。

　さて、今月の聖句で、「この世に倣ってはなりません」

という言葉がでてきます。古い訳では、「この世と妥協し

てはならない」となっています。この聖書の原典では、「倣

う」はスケーマーで、形を同じにするという意味合いがあ

ります。そうではなく「心を新たにし」と続きます。ギリ

シャ語には「新しい」という言葉には二つあって、一つは「ネ

オス」です。高蔵寺に行きますとネオポリスという町名が

あって、「新しい街」という意味であるのでしょう。そし

てもう一つ新しいという意味で、「カイノス」があります。

今月の聖句ではカイノスが使われ、形ではなく、その質が

新しくなるという意味です。

　「この世に倣う」という、形にとらわれる、星占いや血

液型などにとらわれ、自分の人生の指針にする、あるいは

マスコミに振り回され、フェイクな情報に翻弄され、人生

の正しい方向性を見失うことがあってはならないのです。

むしろ、私たちワイズメンは「一個の理想主義者」として、

より高い理想をかかげて、今までのこの世の生活とは質的

に違った人生の歩みをするように求められている。奉仕の

精神も、この質的に高められた一つの人生ということにな

るのではないでしょうか。

YMCA ニュース

夏休みプログラムが終了し、今年も多くの子どもたちが

YMCAでたくさん思い出を作りました。2学期が始まり、

子どもたちの賑やかな声が戻ってきました。

YMCA　8 月の予定

9 月 20日（金）�ラグビーワールドカップチャリティビュー

イング　19：00 ～ 21:15　場所：本館

5Fチャペル

9月 28日（土）��YMCA大会　13：00～ 16:30

� （受付 12：30開始）場所：ルブラ王山

　会費は月額7,000円、年額84,000円です。特別メネット会員は年額24,000円です）できるだけ6ヶ
月分42,000円を7月と1月に納入してくださるよう、お願いします。（3ヶ月分ずつ納入される方
は7月、10月、1月、4月に納入して下さい）
ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781　　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より
会費納入
のお願い

　　メン
5 日　久保田啓君　


